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61 Princes Gate と 19 Pelham Place
― 下田歌子 ロンドン借住居 ―
大　関　　啓　子
1893 年（明治 26 年）9 月 10 日、下田歌子は欧州に向けて横浜港を発つ。二人の内親王の皇女教
育の内命を受け、海外の教育状況を視察するためであったが、官費を支給されていた。下田にとっ
ては初めての海外への旅であり、船で 40 日余りかけてマルセイユ港からパリ経由で、目的地の英
国に到着する。ブライトンで 1 ヵ月余り英語学校で学び、下田がロンドンに入ったのは 12 月上旬
であった 1。そこから帰国のため 1895 年（明治 28 年）6 月にロンドンを発つまでの、１年 8 ヵ月
間のロンドンでの生活は、エリザベス・アンナ・ゴードン夫人（Elizabeth Anna Gordon）宅（61 
Princes Gate）に寄宿していたと、長い間考えられてきた。しかし、チェルトナム・レディーズ・コ
レッジ（Cheltenham Ladies College）に保存されていた下田の直筆英文書簡 5 通を 1991 年に発見し
た事により、下田が別の下宿（19 Pelham Place）へ転居していた事が判明した 2。この二軒の下宿に
ついて、ロンドンに残された手掛りを辿り、下田の移転の理由とその状況を探ってみたい。
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Princes Gate の住宅環境は、ヴィクトリア＆アルバート博物館（Victoria & Albert Museum）の隣に








た。英国人は、住所によって相手の身分を判断するとよくいわれるが、この 61 Princes Gate という
住所は、ゴードン夫人の温かい庇護とともに、当時の社交界で、下田には大いに役立ったに違いない。
ゴードン夫人宅の建物は、1936−7 年に続きの棟とともに取り壊され、現在では鉄筋 10 階建で






それに対し、転居先の 19 Pelham Place は、現在でも下田の住んだ当時の建物がそのまま残ってお
り、下田が生活した環境を直接見る事ができる。ゴードン夫人宅ほど壮麗な建築物ではないが、地
下 1 階、地上 4 階建のアーチ形を成す瀟洒なテラスハウス（写真③④）である。現在の所有者もす
べて各住居ごとに分譲されたものである。所在地は、ハイドパークとテムズ川の中間に位置し、ヴィ






夫人と略す）という一人の女性が、浮かび上がってきた。彼女は、下田が同居した 1894 年には 73
歳、それ以前から下宿業を長年営んでいた。この頃の同居人は、母と同名の長女スザンナ・メイダ
リン・エドワーズ（Susannah Maydalen Edwards, 以後スザンナと略す）48 歳と、住込の若い女性の
使用人 1 名と思われる 5。この家族構成は、1891 年の記録からのものである。その 10 年後の 1901
年の記録には、エドワーズ夫人の息子の嫁スザンナ・フロレンス・エドワーズ（Susannah Florence 
Edwards） 44 歳と、孫娘のフロレンス・マジョリー・エドワーズ（Florence Marjory Edwards） 11 歳、
そして孫息子のロバート・エイモス・エドワーズ（Robert Amos Edwards） 3 歳と、使用人 2 名が同
居している。しかし孫 2 人の出生地は中国となっている事から、下田の住んだ 1894 年には、この






家業とした一家の家長であったが、1881 年から 1891 年の間に死亡している事が判明した。夫の大
工は雇われ業であり、それを手伝う傍ら、エドワーズ夫人は早くから下宿業を営み、家計を支えた。
1851 年彼女が 30 歳の時には、すでに 58 歳と 70 歳の 2 人の女性の下宿人を置いている。しかし住
所は、Pelham Place ではあるが 19 番地ではなく、通りの反対側に位置する 28 番地に住んでいた。
その後 1861 年には、一家はさらに次の 6 番地に転居していて、より広い家へと昇格させていくの
である。







1851 年から 1901 年の 6 回の国勢調査の記録で見る限り、エドワーズ夫人はサセックス生れ
で、五男一女の子沢山であった。1850 年、23 歳の時に長男イライジャ（Elizah または Elijah John 
Edwards）を初産し、その 2 年後長女のスザンナが生まれ、さらに 4 年後次男のサミュエル（Samuel 
A. Edwards）が誕生するが、10 年後の記録からサミュエルの名前が消えているため、入寮などの別
居ではなく死亡したものと思われる。また、その３歳下に三男のトマス（Thomas L. Edwards）、２
歳下に四男エヴァン（Eben または Evan Henry Edwards）、３歳下に五男アラン（Allan または Allen 
Joseph Edwards）と続く。この後 1861 年には、6 番地に転居している。この家庭がもっとも賑わっ


































































































える。下田が同居した当時、ゴードン夫人は 41 歳であった。夫のジョン（John Edward Gordon）は
42 歳、当時は株式仲介人（stockbroker）で、裕福に暮していたらしく、9 名の使用人を住み込ませ
ていた。下田のいう通り、ゴードン家は英国では、中流の上あるいは、上流の下に属する階級とい
える。二人には、12 歳の長女キャサリン（Catherine M. Gordon）、8 歳の長男ロナルド（Ronald H. 
Gordon）、6 歳の次男エリエル（Eriel Gordon）、そして 5 歳の次女アルマ（Alma Gordon）、3 歳の三女ヴァ
イオレット（Violet Gordon）の 5 人の子供がいて、賑やかに暮していた。61 Princes Gate には、同
じロンドンのケンジントン宮殿の東側にある 7 Vicarage Gate から、その数年前に引っ越してきたば
かりであった。夫のジョンは、スコットランドの判事で保守党下院議員を父にもつ、名門の男爵家
































































部の保養地ホーヴ（Hove）に引退し、さらに 1911 年から 14 年まで、ブライトンの議会で議員活動
を行っている。この間、日本にいた夫人とは別居状態で、三人の娘達と長女の子供 2 人とホーヴで






















































































































ない。長男のイライジャ 27 歳と長女のスザンナ 25 歳は、1871 年の調査時に未婚で、まだ学生と記
されており、その 10 年後の調査時には長男は家を離れている 17。四男のエヴァンの行方を追って
みると、エジンバラ大学（The University of Edinburgh）を出て外科医になり、Master of Surgeon となっ
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このように 61 Princes Gate のゴードン夫人宅と、19 Pelham Place のエドワーズ夫人宅での生活体
験は、下田にとって、女性・子供・夫婦・親子等について、また家庭教育について、その当時の英











36 号（1994） pp. 1-21
 この中（p. 5）でゴードン夫人宅を 19 Pelham Place としているが、これは 61 Princes Gate の誤
りであり、ここに訂正する。
2. 大関 啓子 “The ‘Hill Difficulty’ ―Women’s Higher Education in England”『実践女子大学文学部紀
要』第 35 号（1993） pp. 35-57.



















5. 英国の国勢調査は 10 年に一回行われており、1891 年の次は 1901 年となり、下田のロンドン
滞在期間の 1893−95 年についての詳細は資料がない。そこで今回は、その前後の 1851 年から
1901 年までの 10 年毎の 6 回分の原簿記録を参考にして、この家族の変遷を調査した。




」『婦人世界』第 5 巻第 2 号（1910 年）
 『下田歌子著作集（7）』p. 10
8. 下田歌子『泰西婦女風俗』（郁文舎 , 1899） pp. 13-14
9. 下田歌子「目下來遊中のゴルドン夫人を紹介す」『愛国婦人』第 139 号（1907）
 『下田歌子著作集（2）』p. 102
10. 『泰西婦女風俗』p. 18
11. 下田歌子「英国の家庭教育（承前）」『をんな』第 2 巻 第 8 号（1902）
 『下田歌子著作集（1）』p. 94
12. 『泰西婦女風俗』p. 15
13. 下田歌子「英国の家庭教育」『愛国婦人』第 8 号（1902）『下田歌子著作集（2）』p. 17
14. 『泰西婦女風俗』p. 19
15. 下田歌子「英国の家庭教育（其六）」『愛国婦人』第 10 号（1902）『下田歌子著作集（2）』p. 26
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16. 下田歌子「住居に就いて 上」『愛国婦人』第 337 号（1916） 『下田歌子著作集（2）』p. 182
17. 1861-1901 年の England Census に拠る。
18. The General Medical Registry に拠る。
19. 下田歌子自筆草稿「英国ヴィクトリア女皇謁見の印象」（1933）大塚宏昌翻刻に拠る。
20. 下田歌子「私が洋行中に見たる西洋人の美點」『婦人世界』第 5 巻第 2 号（1910）
 『下田歌子著作集（7）』pp. 7-8
21. 下田歌子書簡　佐々木高行伯爵宛、明治 27 年（1894） 8 月 1 日付 .
 津田茂麿『明治聖上と臣高行』（自笑会 , 1928） p. 876
22. 下田歌子書簡　佐々木高行伯爵宛、明治 27 年（1894） 9 月 19 日付 . 津田茂麿 p. 878 
23. 下田歌子『泰西所見家庭教育』（博文館 , 1901） pp. 36-37
24. 下田歌子演説「英國の家庭教育　其三」『愛国婦人』第 7 号（1902 年）
 『下田歌子著作集（2）』p. 13
本稿についての英国現地調査について、The National Archives 並びに Mrs. Loesje Roele-van 
Hellenburg Hubar の協力を感謝する。
写真①  ゴードン夫人宅跡のマンション（右）
写真③  エドワーズ夫人宅（19 Pelham Place）
写真②  ゴードン夫人宅並びの当時と同じ家並
（写真はいずれも大関撮影）
写真④  Pelham Place周辺
ゴードン夫人宅（61 Princes Gate）周辺 エドワーズ夫人宅（19 Pelham Place）周辺
